
第１ステージの総仕上げ(具体的対応方針の合意)(案)

②①で合意に至らない医療機関の病床への対応案

・平成２８年５月以降、病床の転換・廃止を行っていない医療機関で、病床を再編すると回答した医療機関は０。

〇令和４年度に実施したアンケート結果
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①具体的対応方針合意案

・病床数に対して非稼働病床が突出して多い医療機関以外については合意。
ただし、急性期病床にあっては、急性期（救急拠点型）、急性期（地域密着型）に整理後のそれぞれの役割を担う医療機関については合意。

○令和５年７月の会議では以下の医療機関について合意した。

・非稼働病床については引き続き効率化を目指す。

〇２０２５年に向けての課題は残る

・必要病床数に対して病床過剰（＋６１６）。
・非稼働病床が３７０床。
・回復期病床の不足（△５７０）。

〇一方で、２０２２年度２０２３年度において、地域医療構想に係る民間の医療機関を含めた各医療機関の対応方針の策定や
検証・見直しを行うことになっている。

【資料１－２】

○以下の医療機関の病床については、具体的対応方針として合意することとしてはどうか。

・未合意の医療機関のうち、病床機能報告で回復期のみと回答している医療機関については合意。
・未合意の医療機関のうち、地域として合意すべきと判断した医療機関については合意。(分娩を取り扱う病床や重心病床)



具体的対応方針を合意した医療機関
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医療
機関数

うち
病院

うち
診療所

令和４年 21 15 6
①病床再編に既に取り組んだ医療機関及び、今後の
再編方針が具体的に決定している医療機関

令和５年
７月

9 3 6

①分娩取り扱い病床、重心病床のみを持っている医
療機関
②回復期病床のみを持っている医療機関
③今後の再編方針が具体的に決定している医療機関

計 30 18 12

方針の
確認時期

確認内容

〇令和５年７月の会議までに以下の医療機関については合意済

〇今後、未合意の３７医療機関(病院２２、診療所１５)の対応方針の確認が必要。



非稼働病床の状況①
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R2～R5

病床数
うち

非稼働

非稼働

割合
病床数

うち

非稼働
病床数

うち

非稼働
病床数

うち

非稼働

非稼働

病床平均
1 県立医科大学附属病院 760 7 0.9% 760 14 760 13 760 3 9.3
2 日赤和歌山医療ｾﾝﾀｰ 865 178 865 176 865 156 127.5
3 和歌山労災病院 303 1 0.3
4 済生会和歌山病院 200 6 3.0% 200 5 200 4 3.8
5 堀口記念病院 150 1 0.7% 150 4 150 5 150 3 3.3
6 和歌山生協病院 149 1 0.3
7 中江病院 192 3 0.8
8 誠佑記念病院 80 8 10.0% 80 11 80 17 80 17 13.3
9 向陽病院 150 88 58.7% 150 76 150 77 60.3
10 須佐病院 93 2 0.5
11 古梅記念病院 110 40 36.4% 110 38 110 42 110 33 38.3
12 中谷病院 195 13 6.7% 195 8 195 7 195 10 9.5
13 今村病院 52 3 5.8% 52 1 52 2 1.5
14 和歌浦中央病院 162 6 3.7% 162 8 162 8 5.5
15 上山病院 56 4 7.1% 56 4 56 3 56 5 4.0
16 河西田村病院 99 1 1.0% 99 1 0.5
17 伏虎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 86 9 10.5% 86 6 89 11 89 5 7.8
18 嶋病院 57 9 15.8% 57 13 57 13 57 13 12.0
19 角谷整形外科病院 70 10 14.3% 70 2 70 3 3.8
20 高山病院 50 4 1.0
21 琴の浦ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ附属病院 108 6 5.6% 108 4 108 8 108 7 6.3
22 西和歌山病院 120 21 17.5% 120 20 120 14 120 12 16.8
23 向井病院 70 15 21.4% 70 3 70 1 4.8

R4 R3 R2R5（速報値）

医療機関名№



非稼働病床の状況②
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R2～R5

病床数
うち

非稼働

非稼働

割合
病床数

うち

非稼働
病床数

うち

非稼働
病床数

うち

非稼働

非稼働

病床平均
24 児玉病院 44 10 22.7% 44 9 44 9 7.0
25 藤民病院 100 1 1.0% 100 6 1.8
26 浜病院 115 8 7.0% 115 10 115 12 115 10 10.0
27 半羽胃腸病院 51 3 5.9% 0.8
28 海南医療センター 150 2 1.3% 0.5
29 国保野上厚生総合病院 154 2 154 2 1.0
30 谷口病院 43 7 16.3% 43 4 43 7 43 5 5.8
31 月山ﾁｬｲﾙﾄﾞｹｱｸﾘﾆｯｸ 12 2 16.7% 12 2 1.0
32 紀泉ＫＤクリニック 19 4 21.1% 1.0
33 綿貫第二クリニック 14 3 21.4% 14 3 14 2 19 5 3.3
34 オリオン 19 18 94.7% 19 18 19 18 19 15 17.3
35 黒田医院 19 16 4.0
36 こうざき産婦人科 3 3 100.0% 3 3 1.5
37 岩橋産科婦人科 11 10 90.9% 2.5
38 タナカ眼科 4 4 4 4 4 4 3.0
39 前田外科 19 19 100.0% 19 19 19 19 19 19 19.0
40 青木整形外科 11 11 100.0% 11 11 11 11 19 19 13.0
41 かわばた産婦人科 8 8 100.0% 8 8 8 8 8 8 8.0
42 眼科松本クリニック 5 5 100.0% 5 5 5 5 5 5 5.0
43 塩﨑医院 4 4 100.0% 4 4 4 4 4 4 4.0
44 西本内科外科医院 19 5 26.3% 19 4 19 5 3.5
45 吹上クリニック 4 4 4 4 2.0

3,172 370 11.7% 4,224 522 4,253 523 2,899 366 445

R5（速報値） R4 R3 R2

№ 医療機関名

合計



具体的対応方針（案）①

5

№ 医療機関名 病床機能 急性期病床の役割 非稼働病床割合 具体的対応方針 備考

1 和歌山県立医科大学附属病院 
高度急性期
急性期
休棟

救急拠点型 ３割未満 合意可

2 済生会 和歌山病院 
急性期
回復期

救急拠点型 ３割未満 合意可

3 堀口記念病院
急性期
回復期

救急拠点型
地域密着型

３割未満 合意可

4 和歌山生協病院  急性期
救急拠点型
地域密着型

３割未満 合意可

5 須佐病院  急性期
救急拠点型
地域密着型

３割未満 合意可

6 今村病院
急性期
回復期

地域密着型 ３割未満 合意可

7 宇都宮病院 
回復期
慢性期

ー ３割未満 合意可

8 角谷整形外科病院 急性期 救急拠点型 ３割未満 合意可
9 福外科病院  急性期 救急拠点型 ３割未満 合意可
10 高山病院 急性期 地域密着型 ３割未満 合意可

11 稲田病院
急性期
慢性期

救急拠点型 ３割未満 合意可

12 向井病院 慢性期 ー ３割未満 合意可
13 児玉病院  慢性期 ー ３割未満 合意可
14 浜病院  慢性期 ー ３割未満 合意可
15 半羽胃腸病院 慢性期 ー ３割未満 合意可



具体的対応方針（案）②
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№ 医療機関名 病床機能 急性期病床の役割 非稼働病床割合 具体的対応方針 備考

16 海南医療センター
高度急性期
急性期

救急拠点型 ３割未満 合意可
本日の会議で公立病院経営強
化プランを報告予定

17 国保野上厚生総合病院
回復期
慢性期

ー ３割未満 合意可
本日の会議で公立病院経営強
化プランを報告予定

18 恵友病院  急性期 救急拠点型 ３割未満 合意可

19 石本病院
急性期
慢性期

地域密着型 ３割未満 合意可

20 笠松病院 慢性期 ー ３割未満 合意可
21 綿貫整形外科 急性期 地域密着型 ３割未満 合意可
22 今福診療所 慢性期 ー ３割未満 合意可

23 粉川レディスクリニック  急性期 救急拠点型 ３割未満 合意可
本日の会議で病床の廃止につ
いて報告予定

24 紀伊クリニック  慢性期 ー ３割未満 合意可
25 タナカ眼科  病床廃止 ー ３割未満 合意可
26 辻秀輝整形外科  急性期 救急拠点型 ３割未満 合意可
27 西本内科外科医院 慢性期 ー ３割未満 合意可

28 向陽病院
急性期
慢性期

地域密着型 ３割以上 合意不可

29 古梅記念病院 急性期 地域密着型 ３割以上 合意不可
30 オリオン 慢性期 ー ３割以上 合意不可
31 こうざき産婦人科 急性期 地域密着型 ３割以上 合意不可
32 岩橋産科婦人科 急性期 地域密着型 ３割以上 合意不可
33 前田外科 休棟 ー ３割以上 合意不可
34 青木整形外科 休棟 ー ３割以上 合意不可
35 かわばた産婦人科 休棟 ー ３割以上 合意不可
36 眼科松本クリニック  休棟 ー ３割以上 合意不可
37 塩﨑医院 休棟 ー ３割以上 合意不可


